
 

 

宿泊税を活用した市町補助金の審査結果について 

 

１　要旨 

宿泊税を活用した事業のうち、「市町補助金（提案分）」について、県内全 23 市町か

ら 51 件の提案があり、広島県商工労働局補助金等審査会（宿泊税を活用した支援事業

部会）において審査を実施した結果、49 件が採択となった。 

 

２　予算額（単県） 
414,000 千円　※　全額、宿泊税基金充当 

 
３　審査結果 

別紙のとおり 

 

４　審査会委員からの主な意見 

・　４市（呉市、竹原市、三原市、東広島市）合同の沿線まるごとホテル事業は、ユニ

ークな取組であり、周遊も期待できる。 

・　神楽は芸北地域の貴重な地域伝統芸能であるが、後継者不足が課題である。　　　

本取組によって各団体が自走可能となるよう収益面での取組も期待する。 

・　町並み保存地区の整備は、伝統文化の継承という観点からも重要と考える。 

・　地域の食に焦点を当てた、ガストロノミーツーリズムは周遊促進や滞在時間の延長

につながりやすいテーマであり、期待できる。 

 

５　今後のスケジュール 

市町からの交付申請に基づき、順次交付決定を行う。 

 

【参考：審査会について】 

○　県の観光施策の方向性と一致させる必要があるため、ひろしま観光立県推進基

本計画の審議やその推進のための知事の諮問機関である広島県観光立県推進会

議の構成団体から、大学教授などの学術経験者や、観光関連団体、行政機関など、

観光事業と関連の深い各分野の実務者や専門家を委員として委嘱した。 

○　また、県の施策と整合性がある事業を優先的に支援するため、 

・　県が示した施策の方向性やテーマに沿ったものか 

　　　・　有名観光地から中山間・沿岸地域等への周遊促進につながるものかどうか 

などを審査の観点とした。 
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